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聖和キャンパスの思い出・恩師との出会い
島田 ミチコ
私が始めて聖和キャンパスに足を踏み入れたのは
18歳の時でした。丁度50年前ということになりま
す。両親はこれからの女性は何か資格を持っていた
ほうが良いということで、特に母が聖和大学を進め
てくれたのです。半世紀前というとキャンパスの環
境や教員、学生は今とは想像もつかないほど異なっ
ていたことはいうまでもありません。キャンパスに
は旧	号館、号館、旧号館、学生寮（10号館）、
旧講堂、幼稚園、宣教師館がありました。現在の聖
和の森はまだ木が小さくがらんとしていて、石ころ
が沢山ありました。	学年80名で160名の学生、キ
リスト教学科の学生も数名いましたが、とにかくこ
じんまりとした家庭的な雰囲気の学校でした。教
室、廊下、トイレ掃除はすべて学生で行い、聖和の
森の石ころ拾いも全学生で行っていました。掃除は
生活の基本であることをしっかりと植えつけられた
ように思います。礼拝は今と同様毎日行われ、学生
は全員出席しておりました。今までキリスト教とは
まったく縁のない私でしたが、聖和でキリスト教に
出会い、導かれて洗礼を受けたことは感謝に耐えま
せん。そのことは後の人生において、また研究活動
においても大変大きな影響を与えてくれました。子
育ての原点に宗教観の必要性を感じましたし、モン
テッソーリやフレーベルの教育思想を理解する上で
も大変助けになりました。
当時、キリスト教学科の科長をされていたマケー
ン先生とは挨拶程度しか関わりがなかったのです
が、毎日礼拝の時間になると定期便のように号館
から礼拝を行っている講堂まで	号館の前を通って
行かれるのですが、左手に聖書、賛美歌をかかえ、
背筋を伸ばして颯爽と歩かれるお姿に、品格があ
り、神々しいというか、先生からかもし出される雰
囲気というものに大きく感化されたように思います
（礼拝はさぼれないと…）。今でもそのお姿を思い出
します。
回生の時だったと思いますが、インドからボー
ス先生が来られて（たしか、その年だけだったと思
いますが）坂井啓子先生の通訳でモンテッソーリ教
育の理論を学びました。とても興味深かったことを
思い出します。後にモンテッソーリ教育の研究をす
ることになるとは考えもしませんでしたが・・・。
大学院では荘司雅子先生に公私ともどもお世話に
なりました。研究の厳しさ、人間的な優しさ、そし
てなんといっても先生の業績の多さに加えレベルの
高さに圧倒されました。隔週に広島から聖和に来て
おられました。来られるたびに伊丹まで指圧に行か
れるのですが、助手をしていた私はお送りする途
中、夕食をともにしながら多岐にわたるお話をさせ
ていただきました。広島大学で女性の学生第	号で
苦労された話、恩師の長田 新先生が男尊女子の時
代に男子学生と対等に扱ってくださったおかげで博
士論文に没頭できた話（日本・女性博士第	号）、
教授の時、ゼミの学生を就職させるのに世間では女
性の教授ということで信用してもらえず苦労された
話、そして広島の原爆体験の話、原爆孤児であられ
たやす子さんを養女にされミルクを飲ませながら育
てられた話などは、私自身被爆者として身に詰まる
思いでお聴きしました。先生は平和を強く望んでお
られ、晩年は平和教育に情熱を燃やしておられまし
た。今は広島の高台から平和を祈っておられること
でしょう。このように多くの尊敬できるすばらしい
先生方に出会えたこと、そして、出会いを通して今
の私があることを心から感謝しています。
時代と共に聖和キャンパスの学生数は1000人を超
え、2009年には合併により関西学院大学教育学部と
なり、学生数は倍以上に膨れ上がりました。今年
度は第	期生を就職させる年度となりました。小学
校・幼稚園教員、保育士の資格は取れますが、全員
が資格を生かして就職するとは限らない状況の中
で、これまで以上に教育の難しさや環境の変化が予
想されます。建学の精神を生かし、聖和のよき伝統
を受け継いでいただきながら、未来に向けて新しい
教育学部のありようを見出していただけると確信し
ております。退職を前にして、これまでお世話に
なった教職員の皆様、学生の皆様に心より感謝申し
上げると共に厚くお礼申し上げます。
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